
船舶事故等調査報告書 

平成２１年６月２５日 

運輸安全委員会（海事専門部会）議決 

事故等番号 ２００９広第１００号 

事故等名 巡視艇いまかぜ損傷（のり養殖施設） 

発生年月日時刻 平成２１年３月３０日２２時２８分ごろ 

発生場所 愛媛県西条市壬生川港港外 

（概位 北緯３３°５７.６′ 東経１３３°０５.６′） 

事故等調査の経過 調査の概要：平成２１年４月１４日広島・地方事故調査官が海上保安部担当官から口述

聴取 

原因関係者からの意見聴取：意見なし 

事実情報 

船種･船名･総トン数 

船舶番号 

船舶所有者等 

 

巡視艇 いまかぜ ２６トン 

１３７００８ 

国土交通省 

船種・船名・総トン数 

船舶番号（IMO 番号） 

船舶所有者等 

 

乗組員等に関する情報 船長 四級海技士(航海) 

 

 

負傷者 なし 

 

損傷 船体：なし 

のり養殖施設の存在を示す外枠ロープ２本を切断 

事故等の経過 本船は、無灯火船を発見して追跡中、平成２１年３月３０日２２時２８分ごろ、壬生川港

外に設置されているのり養殖施設の存在を示す水中に没していた外枠のロープに接

触し、同ロープ２本を切断した。 

当時、天気は晴れで、風力１の南南西風が吹き、潮候は上げ潮の中央期であった。 

分析 気象・海象の関与 

乗組員等の関与 

船体・機関等の関与 

判明した事項の解析 

なし 

あり 

なし 

本船は、のり養殖施設の存在を示す水中に没していた外枠

のロープに接近する際、同ロープの確認ができなかった可能

性があると考えられる。 

原因 本事故は、夜間、本船が無灯火船を追跡中、のり養殖施設の存在を示す水中に没して

いた外枠のロープに接近する際、同ロープの確認ができなかったため、同ロープに

接触したことにより発生した可能性があると考えられる。 

その他の事項 なし 

 




